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CTｽｷｬﾝによる内臓脂肪検査 
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 臍ﾚﾍﾞﾙの腹部CT検査で内臓脂肪面

積（図の赤色部分）が100cm2以上あると

内臓脂肪型肥満です。腹囲が正常範囲

でも内臓脂肪が多い“隠れ内臓脂肪型

肥満”も見つけられます。当院では人間

ﾄﾞｯｸのｵﾌﾟｼｮﾝ検査として測定できます。 

内臓脂肪の何がいけないのか？ 
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 BMI[体重kg÷(身長m)2]が25以上の状態は肥満ですが、い

わゆるﾒﾀﾎﾞかどうかは検査しないと分かりません。ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼ

ﾝﾄﾞﾛｰﾑ（代謝症候群）とは、内臓脂肪型肥満があって、❶脂

質代謝異常（中性脂肪≧150mg/㎗かつ/またはHDL-ｺﾚｽﾃ

ﾛｰﾙ＜40mg/㎗）、❷高血圧(収縮期血圧≧130mmHgかつ/

または拡張期血圧≧85mmHg)、❸高血糖（空腹時血糖≧

110mg/㎗）のうち2個以上がある病的な状態を指します。日

本では、臍ﾚﾍﾞﾙのｳｴｽﾄ周囲径（腹囲）を測定して、男性≧

85cm、女性≧90cmなら内臓脂肪型肥満と判断しています。 

 脂肪細胞は、中性脂肪(ｺﾚｽﾃﾛｰﾙではない！)を蓄えて、必

要に応じて脂肪酸とｸﾞﾘｾﾛｰﾙ（別名：ｸﾞﾘｾﾘﾝ）に分解してｴﾈﾙ

ｷﾞｰ源として臓器に供給する役割をしています。 

 内臓脂肪は、胃腸に付く大網や腸間膜に存在する脂肪細

胞の集まりで、生成された脂肪酸とｸﾞﾘｾﾛｰﾙは、近くの門脈

（腸から肝臓へ栄養を運ぶ血管）を流れて、肝臓をｴﾈﾙｷﾞｰ

過多にして脂肪肝やｲﾝｽﾘﾝに対する抵抗性（効きにくい状

態）を作り、脂質代謝異常、高血圧、高血糖を引き起こして、

動脈硬化による病気（心筋梗塞、脳卒中など）の原因になり

ます。さらに脂肪細胞からは、種々の活性物質（ｱﾃﾞｨﾎﾟｻｲﾄｶ

ｲﾝ）が分泌されて、動脈硬化や生活習慣病を悪化させます。 

 一方、皮下脂肪は、筋肉のためのｴﾈﾙｷﾞｰ貯蔵庫です。脂

肪酸とｸﾞﾘｾﾛｰﾙに分解された後、血液で近くの筋肉に運ば

れて、筋肉運動のｴﾈﾙｷﾞｰとして利用されます。 

 

脂肪の減らし方は、皮下脂

肪と内臓脂肪で異なる 

＊＊＊ 

 手足の皮下脂肪は、筋ﾄﾚ

などして手足の筋肉のｴﾈﾙ

ｷﾞｰ消費を促進すれば、減

らせますが、筋肉量が少な

く運動しにくいおなか回りの

皮下脂肪は簡単には減ら

せません。内臓脂肪を減ら

すには、肝臓のｴﾈﾙｷﾞｰ消

費は促進できないので、食

べ物の摂取ｶﾛﾘｰを減らす

しか手段がありません。 

 一般的に、毎日200Kcal

相当の食べ物（ﾄﾞｰﾅﾂ１個

分)を減らすか、運動（ｼﾞｮｷﾞ

ﾝｸﾞ30分間）して200Kcalを

消費すれば、1か月間に体

重1kgが減らせます。内臓

脂肪を主に減らすには、筋

肉量が落ちないよう軽く運

動しながら、食べ物を少し

我慢して緩徐に体重を減ら

す方法がお勧めです。 
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